
様式１

北海道幌加内高等学校の行動計画(グローカル・アグリハイスクール宣言)

全国の農業高校の行動計画 学校において令和３年度に重点化する取組及び具体的方策

「５つの基本方針」 「10の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 目標達成期間 具体的方策

Ⅰ ①「生徒一人一 (1)農業の六次産業教育を推進しま Ｂ (1)六次産業について理解させ、年
グローカル教育 人を一層成長 す。 ３回の幌高商店会（アンテナシ
で人材を育てる させる」教育 ョップ）運営を実施します。
学校 を行います。

(2)農業学習で得た知識・技能・成 Ａ (2)新そば祭り等のイベントで生徒
果を外部実践します。 が主体的に企画・運営すること

を目指します。

②「世界と日本 (1)Ｇ－ＧＡＰの取り組みに準拠し Ｂ (1)Ｇ－ＧＡＰに準拠した農業教育
をつなぐグロ た農場の生産体制を見直します。 を実践します。
ーカル」教育
を行います。

Ⅱ ③「地域農業の (1)農業体験実習を継続実施しま Ａ (1)町内農家ならびに関連機関で３
地域社会・産業 生産を支える」 す。 日間実習を行います。
に寄与する学校 教育を行いま

す。

④「地域の農業 (1)地域農家や関連企業が抱える問 Ｂ (1)そばを活用したプロジェクト活
関連産業に寄 題をプロジェクトのテーマとし 動に取り組みます。
与する」教育 て活動します。
を行います。

Ⅲ ⑤「地球環境を (1)校内および町内の環境美化に取 Ａ (1)町内清掃活動ならびに町内花い
地球環境を守り 守り創造する」 り組み、エコロジーを意識した っぱい運動へ全員参加します。
創造する学校 教育を行いま 町づくりに取り組みます。 （参加率１００％）

す。

⑥「食農」教育 (1)生産者ならびに消費者、両者の Ｂ (1)ＨＡＣＣＰやＧＡＰに関する学
を推進します。 視点に立った食料生産（農産物 習と校内研修に取り組みます。

や加工品）に取り組みます。 また、農薬使用基準５０％以下
を目指します。

Ⅳ ⑦「地域資源を (1)そば栽培や加工の学習をとおし Ａ (1)本校独自で作成した「そばテキ
地域交流の拠点 活用する」教育 てそば打ち技術を継承し、次世 スト」を授業で活用します。
となる学校 を行います。 代を担う人材育成を目指します。

(2)地域特産品を活用した加工品の Ｂ (2)そばに関する経済活動について
開発を目指します。 関連機関と連携をします。

⑧「地域交流の (1)幼、小、中、高等学校が連携し Ａ (1)小中学生体験学習において生徒
拠点となる」 農業の大切さを伝え、学校の持 が主体的に「そば打ち」や「加
教育を行いま っている教育力を地域に還元し 工」を教えます。
す。 ます。

(2)地域の教育力を活かした授業を Ａ (2)外部講師（そば打ち・大学等）
を行います。 による授業を実施します。

⑨機関・団体と (1)地域の協力の下、そば打ち段位 Ａ (1)そば道段位取得者１００％を目
連携した」教 認定会を企画･運営します。 指します。
育を行います。

Ⅴ ⑩「地域防災を (1)地域の教育力を活かした防災教 Ｂ (1)地域の防災避難訓練時等に研修
地域防災を推進 推進する」教 育を行います。 参加し、学校教育にフィードバ
する学校 育を行います ックします。

(2)農場危機マニュアルの整備を (2)安全管理の徹底と事故の未然回
し、常に安全教育の徹底・危機 避に取り組みます。
管理意識向上を図ります。


